
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】位置ベクトルによって，平面図形の性質を調べることができる。

□２直線の交点

　つのベクトル， はでなく，また平行でないとする。このとき，任意のベクトルは，

   の形にただ通りに表される。よって，次のことが成り立つ。

　　　　　　　     ， 

応用例題３） において，辺を に内分する点を，辺の中点をとし，

線分と線分の交点をとする。，とするとき，を，を用いて表せ。
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図形問題のポイント【超重要】

１．始点をそろえる

２．基準となるベクトルに統一する

１．この問題なら始点は

２．とに統一する

この解き方は

ここを書くのがポイント

「とは１次独立であるから」

と，かくこともある

係数を比較する
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  などとなり省略される
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　　　　辺を に内分する点がなので 

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　　　    ，    とすると
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  平面上のベクトル【２直線の交点】
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　　　　  














　　　　　  



　……③

　　　　　 
   






　点が一直線上にあるとき係数の和は１になるので

　　　 
   




　倍して　  

　　　　　　∴ 


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 おさらい　メネラウスの定理

　  の辺，，　またはその延⾧が，

　三角形の頂点を通らない直線と，

　それぞれ点，，で交わるとき

　　　　 













△と直線にメネラウスの定理を用いると
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　より　::

　よって，は線分の中点である。
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メネラウスの定理を使う解答は

記述よりは検算や穴埋め向き
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